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秋晴れ空が続き、日中は過ごしやすいです。園庭で遊んでいると「あれ？暗くなったよ」と太陽が雲に

隠れて日が陰る様子を子ども同士で話しています。「くもさんとおはなししてるのかな？」と“おつきさま 

こんばんは”の絵本を思い出し、明るい日差しが差し込んでくるのを待っていました。これから本格的な

冬がやってきます。体調に気を付けて元気に過ごしたいですね。 

“親子であそぼう”ありがとうございました！ 

 先日は「親子であそぼう」にご参加いただきありがとうございました。 

おうちの人と一緒に過ごすひとときに子ども達は大満足の様子でしたね。 

どの子も抱っこや追いかけっこをしてもらうと、笑顔がキラキラと光っ 

てみえました。そんな様子を見ているだけで私たちも幸せな気持ちにな 

りました。たくさん走ったり抱っこしたり体力を使う一日だったと思い 

ます。ありがとうございました。 

１１月あひるだより  
 

 

 

☆連絡帳より☆ 

「親子であそぼう」 

楽しかったです。友達が

寄ってきて「Ｙくーん」と

呼んでくれたことにうれ

しかったです。いつもこ

うやって遊んでるのか 

な？と思いました。 

秋の宝物、みーつけた！ 

 津田公園の野球場にはたくさんのどんぐりが落ちていて、どの子も 

無我夢中で拾います。「これ小さいね。赤ちゃんみたい。」「帽子かぶって 

る！」「緑と茶色になってるね」と拾ったドングリを一つずつ観察してい 

ました。 

園に帰る時は、ドングリの入ったナイロン袋を落としたら大変なので、保育者のリュックに入れて帰るこ

とにしました。しかし、それに気が付いたKさん。保育者が自分のドングリを入れた袋をリュックの中に入

れているのがわかるとやめてほしそうに引っ張り、「手に持ってると転んで危ないからね」と説明し     

ても納得できない様子です。保育者の行動をじっと見つめ、万引きＧメンのように、自分の宝物の行方を目 

で追います。園に着くや否や、保育者の

リュックにしがみつき、自分のドング

リを探していました。自分で拾ったド

ングリを自分のランドセルに入れると

安心したようでした。自分で拾ったド

ングリは宝物です。 

☆連絡帳より☆ 

下の子ができたことでなかなかＹ 

と二人っきりで遊ぶということがなく 

なっていたので久しぶりにＹと向き合え

たのですごく嬉しかったです。 


